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３．平成２５年度の研究の特筆すべき成果 

 相互認証 ICチップの試作 

 日本信頼性学会 2012年度優秀記事コラム賞受賞 (2013.06.12 受賞) 

 匿名通信 Torネットワークを介した通信は，スループットが出ないことが知られてい

るが、その詳細分析は不十分であった。そこで測定用のノードを実際の Tor ネットワ

ークに参加させ、どこで遅延が起きているのかを分析した 

 暗証番号認証においてその入力方法をタッチパネルの応用により拡張し、利用者への

負担を最小限にしつつ、安全性を改善する認証手法を開発した 

 スマートフォンを対象とし，その振動機能を応用することにより第三者に認証行為を

録画されても入力した値が漏えいしない認証方法を開発した 

 

 

４．平成２５年度の研究成果の公表実績 

  IS シンポジウム 第 18回 「信頼性とシステム安全学」 平成 26年 2月 27 日 参加者数 

48 名 

 

５．外部資金の獲得状況 

 1．株式会社 富士通研究所、「暗号デバイスのセキュリティ脅威に関する研究」、太田和

夫(分担者) 500,000円 

 2．株式会社 東芝研究開発センター、「長期安全性を実現する効率的な暗号基盤技術の開

発」、太田和夫(分担者) 715,000円  

 3. 三菱電機株式会社、「ハッシュ関数および秘匿検索暗号の理論研究」、太田和夫(分担

者) 500,000円 

 4. 科研費 基盤研究(A)、日本学術振興会 「次世代品質・信頼性情報システムの研究と開

発」、代表者名 鈴木和幸、900,000円 



６．今後の研究発展 

 相互認証 ICチップの性能と安全性評価 

 社会学的検知から信頼性と安全性に関する研究を行う 

 匿名通信Torネットワークの輻輳を回避する仕組みを解明する 

 個人認証における安全性と利便性の両立に向けた研究を行う 
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